
●注目の議案をPick up ●令和５年度決算 ●一般質問

芦屋市議会は、市民の皆さまにより分かりやすく、親しまれる議会だよりを目指しています。
ぜひ皆さまのご意見をお聞かせください。

潮見幼稚園では「うきうき わくわく やってみよう！」を合言葉に、園児たちが日々生き生
きと遊んでいます。週に一度の「しおみタイム」では潮見小学校の1年生が中休みに遊
びに来たり、園児が遊びに行ったりします。また、浜風小学校、潮見中学校とも交流をし
ています。一人一人が心と体を弾ませて、地域の中で自分らしく育っています。
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本年4月1日にベンチが撤去された
阪神芦屋駅前バス停

（現在はベンチが1台設置されています。）

9
月
定
例
会
で
は
全
部
で
22
件（
市
長
提
出
議
案
…
17
件
、議
員
提
出
議
案
…
2
件
、請
願
…
2
件
、陳
情
…
1
件
）の

議
案
等
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。今
号
で
は
、こ
の
中
か
ら
2
つ
の
項
目
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
し
ま
す
。

令和6年
9月定例会
9月2日～
10月10日
（39日間）

（
第
69
号
議
案
）

自
動
録
音
機
能
付
電
話
機
等
購
入
補
助
金
の
追
加・

い
じ
め
の
重
大
事
態
の
調
査
に
係
る
補
正
予
算

（
請
願
第
９
号
）

阪
神
芦
屋
駅
バ
ス
停
周
辺
で
バ
ス
利
用
者
と

歩
行
者（
自
転
車
）の
安
全
を
求
め
る
請
願
書

委
員
会
で
の

	

設
置
す
る
ベ
ン
チ
の
座
面
ま
で
の
高
さ
を
45
セ
ン

チ
に
す
る
と
あ
る
が
、必
ず
し
も
45
セ
ン
チ
に
こ

だ
わ
る
も
の
で
は
な
い
の
か
。

紹
介
議
員	

介
助
な
し
で
も
立
ち
上
が
り
や
す
い
も
の
と

い
う
こ
と
で
こ
の
例
を
挙
げ
て
お
り
、必
ず
し
も

こ
だ
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

	

自
転
車
の
押
し
歩
き
の
徹
底
が
推
進
さ
れ
れ
ば
、

請
願
事
項
①
の
願
意
は
達
成
さ
れ
た
と
言
え
る
の

か
。

紹
介
議
員	

歩
行
者
や
バ
ス
待
ち
の
方
々
の
安
全
が
改
善

さ
れ
れ
ば
願
意
は
達
成
さ
れ
た
と
言
え
る
。

委
員
会
で
の

	

自
動
録
音
機
能
付
電
話
機
は
特
殊
詐
欺
被
害
の
防

止
に
有
効
な
の
か
。

	

被
害
者
の
８
割
が
65
歳
以
上
の
方
で
、そ
の
う
ち

約
６
割
が
固
定
電
話
で
あ
る
た
め
、そ
う
い
っ
た

方
々
の
被
害
を
防
止
し
て
い
き
た
い
。

	

3
0
0
件
分
の
補
助
金
を
追
加
す
る
根
拠
は
？

	

本
市
は
高
齢
者
の
世
帯
の
割
合
が
近
隣
市
よ
り
も

高
く
、近
隣
市
の
状
況
を
確
認
し
た
上
で
追
加
す

る
も
の
で
あ
る
。

委
員
会
で
の

	

第
三
者
調
査
員
は
ど
の
よ
う
に
調
査
組
織
に
関

わ
っ
て
い
く
の
か
。

教
委	

学
校
主
体
の
調
査
を
、よ
り
公
平
で
円
滑
に
実
施

す
る
た
め
、今
回
の
調
査
か
ら
第
三
者
調
査
員
に

直
接
的
な
聴
き
取
り
を
行
っ
て
も
ら
い
、報
告
書

の
作
成
や
再
発
防
止
等
の
提
案
ま
で
担
っ
て
も
ら

う
こ
と
と
し
た
。

	

今
定
例
会
に
お
い
て
調
査
に
係
る
補
正
予
算
が
提

案
さ
れ
た
が
、調
査
等
は
停
滞
し
て
い
な
い
か
。

教
委	

第
三
者
調
査
員
の
選
定
に
つ
い
て
は
、職
能
団
体

に
依
頼
す
る
必
要
が
あ
り
、一
定
の
時
間
を
要
す

る
が
、７
月
に
教
育
委
員
会
と
学
校
と
で
方
針
を

定
め
て
す
ぐ
に
動
い
て
い
る
。

	

今
後
、学
校
主
体
の
調
査
に
常
に
第
三
者
調
査
員

を
配
置
す
る
の
か
。

教
委	

い
じ
め
重
大
事
態
の
調
査
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
、学
校
主
体
の
も
の
で
も
第
三
者
的
な
立
場

で
事
案
を
取
り
扱
う
者
が
必
要
と
の
記
載
が
あ
る

こ
と
か
ら
、第
三
者
調
査
員
に
加
わ
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

	

補
助
金
交
付
後
６
年
間
は
、譲
渡・
交
換・
売
却
等

を
し
た
場
合
は
補
助
金
を
返
還
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、市
は
ど
の
よ
う
に
確
認
す
る
の
か
。

	

い
つ
調
査
を
実
施
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、今
後
、

警
察
や
県
と
も
調
整
し
た
上
で
進
め
て
い
く
。

	

市
が
自
転
車
の
押
し
歩
き
を
励
行
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、請
願
事
項
①
の
よ
う
に
、自
転
車
の

減
速
を
求
め
る
と
な
る
と
、ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
に
な
ら
な
い
か
。

紹
介
議
員	

方
策
は
例
示
し
た
が
、最
終
的
に
ど
の
安
全
策

を
講
じ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
は
、市
の
判
断
に

任
せ
た
い
。

	

バ
ス
停
付
近
は
敷
地
内
歩
道
と
い
う
こ
と
だ
が
、

自
転
車
は
通
行
が
で
き
る
の
か
。

	

乗
ら
な
い
よ
う
に
励
行
し
て
い
る
た
め
、乗
車
し

て
通
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

	

自
転
車
専
用
レ
ー
ン
を
仮
に
設
け
た
場
合
、本
当

に
安
全
の
確
保
に
つ
な
が
る
の
か
。

	

歩
道
の
中
に
自
転
車
専
用
レ
ー
ン
を
設
け
る
の
は

物
理
的
に
難
し
い
。ま
た
、車
道
側
に
設
け
る
こ
と

も
安
全
面
か
ら
難
し
い
。

【
請
願
事
項
】

①�

芦
屋
市
に
対
し
、阪
神
芦
屋
駅
バ
ス
停
周
辺
で
は
、

自
転
車
が
減
速
ま
た
は
押
し
歩
き
を
促
す
よ
う
な

施
策
、あ
る
い
は
自
転
車
専
用
レ
ー
ン
の
設
置
な

ど
、さ
ら
な
る
自
転
車
対
策
を
求
め
る
も
の

②�

芦
屋
市
は
阪
急
バ
ス
に
対
し
、バ
ス
停
の
ベ
ン
チ

を
２
台
設
置
す
る
よ
う
求
め
る
と
と
も
に
、座
面

ま
で
の
高
さ
は
45
セ
ン
チ
に
す
る
な
ど
、高
齢
者

等
に
配
慮
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
引
き
続
き
協
議

を
求
め
る
も
の

可決
（賛成多数）

一部
採択

（全員一致）

Pick
up1

Pick
up2 ■�

自
動
録
音
機
能
付
電
話
機
等

　
購
入
補
助
金

詳
細
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
参
照
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
右
記
の
請
願
事
項
の
う
ち
、②
の
み
採
択
し
て
い
ま
す
。

※
第
69
号
議
案
は
、左
記
内
容
の
ほ
か
、道
路
公
園
施
設
包
括
管
理
業
務
委
託
に
要

す
る
経
費
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、反
対
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、全
体
と
し

て
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

請
願
書
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■�

い
じ
め
の
重
大
事
態
の
調
査
に

　
係
る
第
三
者
調
査
員
報
酬
等

【
内
容
】

特
殊
詐
欺
被
害
の
防
止
の
た
め
、65
歳
以
上
の
市
民

を
対
象（
１
世
帯
１
台
の
み
）に
、補
助
金
の
対
象
と

な
る
固
定
電
話
機
ま
た
は
外
付
け
録
音
機
を
購
入
し

た
方
に
購
入
費
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の

【
内
容
】

本
年
７
月
に
新
た
に
重
大
事
態
と
認
定
し
た
事
案
に

つ
い
て
、事
実
関
係
の
調
査
お
よ
び
審
議
等
を
学
校

主
体
の
調
査
組
織
で
行
う
た
め
、構
成
員
で
あ
る
第

三
者
調
査
員（
弁
護
士
や
臨
床
心
理
士
な
ど
）の
報
酬

等
を
追
加
す
る
も
の

※

※

高機能消防指令システムを視察しました
　８月５日に総務常任委員会の委員および委員外の議員が芦
屋市消防本部の高機能消防指令システムを視察しました。
　消防本部では、１１９番通報の受付・災害地点等の特定・出動
部隊の編成・出動指令等の消防指令管制業務を支援する高機
能消防指令システムを更新し、本年４月から新機能を運用し
ています。
　新しいシステムには、事前の登録・設定等の必要はなく、
通報者が消防指令センターとビデオ通話できる「映像通報機
能」、発生中の災害状況などを自動音声で案内する「災害情報
案内（テレホンサービス）」などの新機能が追加されています。
　指令システムの更新により、救急、火災その他災害等の際
に、より的確な対応ができ、市民の安全・安心の向上につなが
ることを期待します。

通信指令室の視察

注目の
議案
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あしや政風会

　実質収支が黒字を確保し、中でも各
種基金の積立金利子が適切な運用に
よって大幅に増加した点は評価する。
各財政指標もおおむね良好であるが、
経常収支比率が依然として高水準にあ
り、財政の硬直化が課題である。市税収
入は3年連続で増加傾向にあるが、少子
高齢化や人口減少による減収リスクが
懸念される。引き続き、社会保障費や公
共施設更新、災害対策に伴う財政負担
を見据えた上で、行財政改革の継続や
新たな財源創出により、世代を超えて
安心を提供する政策推進を要望する。

日本共産党

　市長の市民との対話姿勢や、こども
医療費助成の拡充、平和行政への姿勢
などを評価する。一方で、ＪＲ芦屋駅南
の再開発を議会多数派が２年遅らせた
上に市長も１年も遅らせた。過去に積
み上げられた「対話」も尊重することを
教訓としてほしい。また、政治家である
市長の教育委員会制度に反した対応、
ごみ処理施設をなくし神戸市との広
域化に前のめりな姿勢、公共施設の包
括管理委託の拡大は問題である。マイ
ナ保険証やふるさと寄附など、問題の
ある国の施策には声を上げてほしい。

公明党

　令和５年度は、物価高騰の影響を受け
る市民や事業者に対し、経済的支援など
適切に対応されたと評価する。当面、物
価高騰の流れは続くものと予測される。
これからも物価高騰への適切な対応を求
める。また、今後は本格的な人口減少社
会や高齢化社会になっていく。老朽化が
進む公共施設の維持管理、大規模災害等
への備えなど課題は山積している。 ＤＸ
（デジタルトランスフォーメーション）、
ＡＩ（人工知能）などの手法を駆使し、効率
的な行政運営と慎重な財政運営を求め
る。

日本維新の会

　各種財政指標における健全性は維持
しつつ、物価高騰対策や子育て支援策
等の生活に直結する施策を展開し、バ
ランスの取れた予算執行となったこと
を評価する。令和５年度の実質収支は17
億円の黒字着地となり、ここ数年黒字
が続く芦屋の財政ではある。ただし、
市税収入の減少や人件費や物価のさら
なる高騰も想定されるため、並行して
実施している新行財政改革プランに精度
を上げて取り組み、慎重な財政運営と持
続可能な市民サービスの実現を求める。

至誠会

　新市長の下、重点の教育では「芦屋市
教育大綱」を策定し、次年度以降につな
がる環境づくりに取り組んだことを評価
する。さらに、その熱意を他の福祉や環
境、都市基盤整備にも広げるとともに、
財源確保の強化を今後、期待する。決算
特別委員会にてふるさと納税制度に関す
る意見書が全会一致でまとまったのは、
財源の点からも制度を本来の趣旨に戻す
時期に来ていることの表れだ。今まで以
上に市民に寄り添う行政運営はもちろん
のこと、国や県にも適時、要望を出し、
住民福祉の向上を求める。

令和5年度（2023年度）
決算を認定しました 決算の概要はコチラ扌

令和5年度

決算

教育環境の整備
◆学校給食費�
◦今後、国が学校給食費の無償化
を打ち出すまでは、市として食
材価格高騰分の給食費を補塡
するよう求める。
◦給食は食育であり、
教育の一環である
ことからも給食費
の無償化を求める。

住宅都市としての魅力向上
◆放置自転車等保管・返還・移送業務委託料�
◦今後も放置自転車の速やかな移送、返還業務等を遂行してほしい。
◦巡回回数が適切であるかどうか、今後の動向を注視して適宜見直しを行
うよう求める。
◆屋外広告物改修等補助金�
◦今後の屋外広告物改修の促進に当たり、新規の申込みに発生する手数料
を見直すなど、さらなる改修件数の向上に向けて取り組むよう求める。
◦罰則を適用するなどの強権的な対応にならないように、現在の「粘り強
く理解を求めていく」との姿勢で丁寧に対応していくことを求める。

災害・環境対策
◆災害用マンホールトイレ�
◦市内の公園において、設置可能な場所
を選定し、さらなる設置を要望する。
◦防災訓練などで、マンホールトイレの組
み立て訓練をさらに広げられるように、
自治会や自主防災会などへの周知を求
める。
◆タカによるカラスの追い払い業務委託料�
◦タカによる対策の目的はカラスに巣を
作らせないことであり、巣作りをする季
節や場所に合わせ、適切な回数や期間
で実施する必要があるため、これらに見
合った計画とするよう見直しを求める。
◦タカを使ったカラス対策の効果は一時
的なものであり、む
しろカラスの巣作り
の習性などを市民に
周知するために予算
を使ってほしい。

福祉・健康
◆高齢者バス運賃助成費�
◦阪急バスやみなと観光バス運賃の半額助成
で、高齢者の社会参加が増加している。今後
も引き続き事業の充実と拡大を求める。
◦必要な事業だったとしても予算は青天井とは
いかないため、今後は事業の継続性を念頭に
置いて実施してほしい。また、「同事業によっ
て外出が増えた」という比率がどれぐらいな
のか、アンケート調査を実施してほしい。
◆グループホーム新規開設サポート事業補助金�
◦グループホームの開設を促す広報と補助金の増額を求める。
◦「市内にグループホームが少なく、市外施設を利用せざるを得な
い」という課題があることをしっかりと認識し対応してほしい。
◆子宮頸がん予防（ＨＰＶ）ワクチンキャッチアップ接種事業�
◦市の啓発活動においては、芦屋病院の医師と情報連携を行うとと
もに、学校を通じて子どもたちに詳しい知識を伝え、正しく接種の
判断ができるような取り組みを行うよう求める。
◦未接種者が多く残っている。さらなる周知啓発と期間延長を国に
要望するよう求める。

その他の事業に対する要望等
◆包括管理業務委託�
◦行政力の低下につながることからこれ以上の包括管理業務委託はやめるよう求める。
◦行政にとっても、市民にとっても公務を外注することが有効であったかどうかを客観的に検証しなければならない。
現状の包括管理業務委託を見直し、公務を外注する際には、親和性の高い業務を１単位としてグルーピングした上
で外注するよう強く求める。
◆旅費�
◦令和7年度に予定される国家公務員の旅費法改正に準じて、宿泊料を実費払いに改正するよう求める。
◦職員研修や管外公務に当たっては、オンラインに依存することなく、芦屋市から出て知見や人的ネットワークを広げ
るよう求める。
◆社会教育関係団体公募提案型補助金�
◦採択された市民団体の活動、市の補助事業を広く周知してほしい。また、社会教育関係団体の登録時期が年2回と
なっているが、通年での登録を求める。

●審査体制
決算特別委員会は、議会選出の監査委員（中
島健一）を除く20名の議員で構成（委員長：寺
前尊文、副委員長：浅海洋一郎）し、各常任委
員会のメンバーで分担して決算審査を行い
ました。このような審査体制とすることによ
り、決算を審査した議員が来年3月の予算審
査の際に次年度予算も審査できるため、政策
的な一貫性を持って審査に臨むことが可能
となっています。

審査の過程で委員からどのような意見や要望があったのか、その一部を紹介します。
なお、本会議での決算関係議案に対する賛否は、11ページの「審議結果」をご覧ください。

◆は令和5年度に実施された事業など　　◦は委員からの意見・要望事項

芦屋市議会が
チェック！！

●令和5年度決算の概要
令和5年度は、新型コロナウイルス感染症対策および原油価格・物価高騰対策はも
とより、「第5次芦屋市総合計画」の基本構想における3つの視点である「人のつな
がり～時代に適い、多様に紡がれるネットワーク」、「暮らしやすさ～地域に包まれ
安らぎを感じる暮らし」および「資源～地域資源を生かし、空間を活用する、これま
でとこれからの融合」を基本方針とし、本市が20年後、30年後も選ばれるまちで
あり続けるよう、持続可能なまちづくりを進める予算が編成され、執行されていま
す。
なお、一般会計の歳入歳出の差額から翌年度への繰越財源を除いた令和5年度の実
質的な黒字額は約17億円でした。

●決算収支の概要
一般会計 特別会計 財産区会計

歳入総額
（前年度比）

457億4,115万1千円
（▲23億942万9千円・4.8％減）

233億7,588万円
（▲4,744万5千円・0.2％減）

9,883万5千円
（205万6千円・2.1％増）

歳出総額
（前年度比）

436億6,586万5千円
（▲19億2,505万5千円・4.2％減）

228億1,415万9千円
（2億3,597万6千円・1.0％増）

6,180万4千円
（5,401万7千円・693.7％増）

賛成 賛成 賛成 賛成 賛成
―― その他の主な事業 ――

◆社会参加推進事業（重層的支援体
制整備事業）

◆医療的ケア児等コーディネー
ターの配置

◆電力・ガス・食料品等価格高騰重
点支援給付金支給事業

◆ＪＲ芦屋駅南地区再開発事業
◆山手小学校・朝日ケ丘小学校外装
改修工事

◆打出教育文化センター等改修工
事

◆指定ごみ袋導入に伴う環境問題
啓発事業　など

高齢者バス
運賃助成事業
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南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
へ
の
備
え
を

議
員	

本
市
が
最
も
警
戒
す
べ

き
災
害
は
何
か
。市
民
が
講
ず

る
べ
き
対
応
策
を
問
う
。

市

	

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発

生
し
た
場
合
、本
市
で
は
震
度

５
強
か
ら
６
弱
の
揺
れ
が
発
生
し
、津
波
に
よ
る

被
害
が
大
き
い
と
想
定
し
て
い
る
。ま
ず
は
、家
具

の
転
倒
等
に
よ
る
室
内
で
の
被
害
を
軽
減
す
る
備

え
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員	

近
年
の
物
資
供
給
の
遅
延
傾
向
や
、被
害
が

広
域
に
及
ぶ
こ
と
を
考
慮
し
て
、非
常
食
や
飲
料

水
の
備
蓄
を
増
量
す
る
予
算
執
行
を
求
め
る
。

市	
現
在
、本
市
で
は
５
日
分
の
想
定
で
約
６
万

食
の
備
蓄
を
し
て
い
る
。被
災
の
規
模
に
よ
っ
て

は
避
難
が
長
引
く
場
合
も
あ
る
た
め
、市
民
の
皆

さ
ま
に
も
最
低
３
日
、で
き
れ
ば
７
日
分
の
飲
食

料・日
用
品
の
備
蓄
を
お
願
い
し
て
い
る
。

議
員	

避
難
所
の
非
常
用
電
源
の
持
続
時
間
は
？

市	

拠
点
避
難
所
の
発
電
装
置
は
、約
８
時
間
の

照
明
の
点
灯
が
可
能
で
あ
る
。

議
員	

避
難
者
が
情
報
取
得
を
可
能
に
す
る
た
め

ス
マ
ホ
端
末
に
充
電
可
能
な
蓄
電
装
置
の
増
強
を

求
め
る
。

市	

市
民
の
皆
さ
ま

に
お
願
い
し
て
い
る
備

蓄
品
の
中
に
モ
バ
イ
ル

バ
ッ
テ
リ
ー
も
挙
げ
て

い
る
。ま
た
、民
間
企
業

と
の
災
害
時
の
協
定
も

結
ん
で
お
り
、補
完
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・庁
舎
内
の
服
務
環
境
に
つ
い
て

寺
前 

尊
文�

至
誠
会

認
知
症
施
策
に
つ
い
て

議
員	

高
齢
者
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
（
認
知
症
相
談
セ
ン

タ
ー
）へ
の
認
知
症
相
談
件
数

の
推
移
と
相
談
内
容
を
問
う
。

市

	

令
和
２
年
度
か
ら
令
和

５
年
度
の
相
談
件
数
は
、そ
れ
ぞ
れ
７
３
５
件
、

５
６
５
件
、５
１
８
件
、６
３
６
件
と
な
っ
て
お

り
、介
護
保
険
の
申
請
や
生
活
支
援
に
つ
い
て
の

相
談
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。

議
員	

認
知
症
基
本
法
が
施
行
さ
れ
、全
国
の
動
向

も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。条
例
制
定
に
つ
い
て
市
の

考
え
を
問
う
。

市

	

条
例
制
定
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
が
、認
知
症
は
誰
も
が
な
り
得
る
も
の

で
あ
り
、今
後
、認
知
症
高
齢
者
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か

ら
、す
こ
や
か

長
寿
プ
ラ
ン

21
に
示
し
た

施
策
を
推
進

し
て
い
く
。

児
童
の
登
下
校
時
の
携
行
品
に
つ
い
て

議
員	

児
童
の
携
行
品
の
重
さ
に
つ
い
て
、市
は
ど

の
よ
う
に
実
態
を
把
握
し
改
善
が
必
要
と
認
識
し

て
い
る
の
か
。

教
委	

課
題
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
り
、「
置

き
勉
」に
つ
い
て
も
学
校
間
で
共
有
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
る
。引
き
続
き
、各
学
校
に
は
登
下
校

時
の
荷
物
に
つ
い
て
必
要
最
小
限
に
す
る
よ
う
周

知
し
て
い
く
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・
こ
の
夏
の
猛
暑
を
踏
ま
え
た
今
後
の
対
策
に

つ
い
て

福
井 

美
奈
子�

あ
し
や
政
風
会

乳
幼
児
健
診
に
つ
い
て

議
員	

３
歳
児
健
診
で
は
吃き
つ

音
に
つ
い
て
の
質
問
項
目

は
あ
る
の
か
。

市

	

直
接
質
問
す
る
項
目

は
な
い
が
、耳
の
聞
こ
え
に

関
す
る
質
問
項
目
を
設
け
て
い
る
。ま
た
、保
健
師

と
の
面
談
時
に
、言
葉
の
発
達
の
確
認
や
、保
護
者

か
ら
の
聴
き
取
り
を
行
い
、必
要
に
応
じ
て
個
別

相
談
に
つ
な
い
で
い
る
。

議
員	

１
か
月
、５
歳
児
健
診
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市

	

１
か
月
児
健
診
は
、実
施
医
療
機
関
や
里
帰

り
先
の
自
治
体
と
の
連
携
が
必
要
な
た
め
、他
市

の
動
向
を
注
視
し
、体
制
の
構
築
等
を
研
究
し
て

い
く
。ま
た
、５
歳
児
健
診
は
、専
門
職
の
確
保
等

に
課
題
が
あ
る
た
め
実
施
の
予
定
は
な
い
が
、現

在
の
５
歳
児
発
達
相
談
を
通
じ
て
、子
ど
も
の
健

や
か
な
育
ち
を
支
援
し
て
い
く
。

学
校
の
校
庭
開
放
に
つ
い
て

議
員	

学
校
の
校
庭
開
放
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

教
委	

校
庭
開
放
は
、学
校

運
営
上
支
障
の
な
い
範

囲
で
週
末
に
校
庭
を
活

用
し
、子
ど
も
た
ち
の
安

全・
安
心
な
居
場
所
を
確

保
す
る
こ
と
で
、健
や
か

な
心
身
の
育
成
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

議
員	

夏
休
み
等
の
長
期
休
暇
内
に
て
1
日
ま
た

は
数
日
の
校
庭
開
放
の
実
施
を
求
め
る
。

教
委	

学
校
を
使
っ
て
い
る
団
体
と
の
調
整
が
必

要
と
な
る
が
、長
期
休
暇
中
の
開
放
日
に
つ
い
て

は
、ど
の
よ
う
な
形
で
で
き
る
か
考
え
た
い
。

原 

な
つ
子�

あ
し
や
政
風
会

子
ど
も
の
権
利
条
約
に
つ
い
て

議
員	

市
条
例
の
検
討
状
況

は
？市	

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を

継
続
し
、芦
屋
な
ら
で
は
の
権

利
保
障・義
務
を
条
例
に
定
め

る
必
要
が
あ
る
場
合
に
、改
め

て
子
ど
も
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
。

こ
れ
か
ら
の
教
育
に
つ
い
て

議
員	

Ｄ
Ｘ
化
に
よ
る
教
職
員
の
負
担
軽
減
は
？

教
委	

職
員
会
議
等
に
お
け
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

や
、昨
年
度
か
ら
全
中
学
校
に
デ
ジ
タ
ル
採
点
シ
ス

テ
ム
の
導
入
等
を
進
め
て
い
る
。

議
員	

メ
タ
バ
ー
ス
※
登
校
導
入
の
考
え
方
は
？

教
委	

メ
タ
バ
ー
ス
を
用
い
た
教
育
の
実
効
性
や
、

不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る
支
援
に
ど
れ
だ
け
貢

献
で
き
る
か
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
や
実
績
を
集
め

て
、今
後
研
究
し
て
い
く
。

※
メ
タ
バ
ー
ス
と
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
３
次
元
の

仮
想
空
間
の
こ
と
。

住
ま
い
の
確
保
に
つ
い
て

議
員	

市
内
の
住
宅
確
保
要
配
慮
者
は
何
人
か
。

市	

人
数
は
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、著
し
い
困

窮
年
収
未
満
の
世
帯
数
は
、現
時
点
で
約
３
千
世
帯

と
推
計
し
て
い
る
。

議
員	

Ｄ
Ｖ
被
害
者
や「
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女

性
」の
市
営
住
宅
へ
の
一
時
避
難
は
可
能
か
。

市	

現
状
は
一
時
避
難
の
対
象
と
な
ら
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
る
た
め
、犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

と
の
調
整
を
図
り
つ
つ
前
向
き
に
研
究
し
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
の
在
り
方
に
つ
い
て

議
員	

潮
芦
屋
ビ
ー
チ
の
運
用
に
つ
い
て
進
捗
は
？

市	

大
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
利
用
は
、迷
惑

行
為
が
広
が
ら
な
い
よ
う
一
定
の
基
準
を
設
け

た
上
で
、兵
庫
県
へ
の
許
可
申
請
に
よ
り
可
能
と

な
っ
た
。引
き
続
き
県
と
利
用
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
適
切
な
運
用
を
図
っ
て
い
く
。

川
上 

あ
さ
え�

あ
し
や
政
風
会

レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
※
接
種
の

リ
ス
ク
周
知
に
つ
い
て

議
員	

重
篤
な
副
反
応
で
人
生

を
狂
わ
さ
れ
た
方
が
出
て
き

て
い
る
こ
と
か
ら
、市
と
し
て

何
ら
か
の
形
で
応
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

市

	

国
に
お
い
て
、専
門
委
員
会
で
の
決
定
を
経

て
、ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
を
決
定
し
て
い
る
た

め
、本
市
だ
け
が
ワ
ク
チ
ン
を
打
て
な
い
と
い
う

こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。た
だ
し
、国
が
ど
の

よ
う
に
物
事
を
決
め
て
い
る
の
か
は
注
視
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※
レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
と
は
、自
己
増
幅
型
の
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク

チ
ン
で
、新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
に
お
い
て
使
用
す

る
ワ
ク
チ
ン
の
一
つ
。

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

議
員	

検
証
を
受
け
て
か
ら
一
般
公
募
を
す
る
の
か
。

教
委	

一
般
で
の
受
け
入
れ
態
勢
は
、部
活
動
を
教

員
以
外
に
よ
っ
て
運
営
す
る
こ
と
の
検
証
事
業
と

並
行
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、進
ん
で
い

な
い
現
状
が
あ
る
の
で
、協
議
を
深
め
て
い
き
た
い
。

議
員	

子
ど
も
や
保
護
者
の
満
足
度
な
ど
は
つ
か

ん
で
い
る
の
か
。

教
委	

不
満
が
あ
る
と
い
う
話
は
今
の
と
こ
ろ
一

切
聞
い
て
い
な
い
。実
施
中
の
検
証
事
業
に
お
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

議
員	

道
徳
を
基
本
と
す
る
部
活
動
の
在
り
方
に

つ
い
て
の
見
解
は
？

教
委	

特
に
ス
ポ
ー
ツ
の
部
活
動
に
つ
い
て
は
勝

利
至
上
主
義
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、子
ど
も
の
育

成
と
い
う
観
点
か
ら
移
行
を
考
え
て
い
る
た
め
、

子
ど
も
に
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
に
協
議
し
な

が
ら
進
め
て
い
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・水
道
水
の
安
全
性
に
つ
い
て

西
﨑　
薫�

至
誠
会

地
域
防
災
に
つ
い
て

議
員	

防
災
行
政
無
線
局
の
運

用
管
理
は
適
正
か
。

市

	

防
災
行
政
無
線
の
運
用

管
理
は
、要
綱
に
沿
っ
て
責
任

者
、従
事
者
を
配
置
し
、日
々

の
点
検
お
よ
び
年
次
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

障
が
い
者
の
雇
用
に
つ
い
て

議
員	

障
が
い
者
就
労
継
続
支
援
事
業
所
で
は
報

酬
引
き
下
げ
に
よ
り
、影
響
が
出
て
い
る
。市
の
支

援
は
？

市

	

令
和
６
年
４
月
の
報
酬
改
定
以
降
、市
内
の

事
業
所
の
閉
鎖
は
な
い
。た
だ
し
、市
外
の
事
業
所

の
閉
鎖
に
伴
い
、本
市
の
利
用
者
の
就
労
場
所
が

変
更
に
な
っ
て
い
る
。影
響
に
つ
い
て
は
引
き
続

き
注
視
し
、今
後
も
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
に

対
し
て
は
、本
人
の
希
望
に
沿
っ
た
支
援
が
行
え

る
よ
う
、関
係
機
関
と
連
携
し
て
い
く
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育・保
育
※

に
つ
い
て

議
員	

年
度
途
中
に
お
い
て
も
随
時
申
請
を
可
能

に
し
、現
に
利
用
し
て
い
る
児
童
も
対
象
に
し
て

は
ど
う
か
。

市

	

令
和
５
年
度
よ
り
、４
月
か
ら
６
月
ま
で
の

新
規
入
園
児
も
対
象
に
実
施
し
て
い
る
。

議
員	

申
請
の
検
討
を
行
う
就
学
前
教
育・
保
育

支
援
者
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
等
に
つ
い
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
公
表
を
求
め
る
。

市

	

構
成
メ
ン
バ
ー
の
属
性
等
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
掲
載
す
る
こ
と
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

※
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育・
保
育
と
は
、障
が
い
の
有
無
な
ど
に

か
か
わ
ら
ず
、全
て
の
子
ど
も
が
共
に
学
び
合
う
教
育
や
保
育
の

こ
と
。

中
島 

健
一�

至
誠
会

保
育
料
の
負
担
軽
減
策
に
つ
い
て

議
員	

現
状
、本
市
で
は
第
１

子
が
就
学
前
児
童
で
あ
る
場

合
に
限
り
、第
２
子
は
半
額
、

第
３
子
以
降
は
無
償
と
い
う

保
育
料
減
免
制
度
を
設
け
て

い
る
。

　
実
際
に
は
、就
学
前
後
で
養
育
費
の
差
は
な
い
。

生
活
レ
ベ
ル
は
同
じ
な
の
に
、子
ど
も
の
生
ま
れ

た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
補
助
の
有
無
が
生
じ
る
制
度
は

不
公
平
で
あ
り
、問
題
で
は
な
い
か
。是
正
に
つ
い

て
の
市
の
見
解
を
問
う
。

市

	

本
市
の
多
子
世
帯
に
係
る
保
育
料
の
減
免

制
度
は
、国
の
基
準
と
同
じ
制
度
を
取
り
入
れ
て

お
り
、阪
神
地
域
の
各
市
で
も
お
お
む
ね
同
様
に

制
度
化
さ
れ
て
い
る
。

　
子
ど
も
の
年
齢
差
に
よ
る
保
育
料
負
担
の
み
に

焦
点
を
当
て
る
の
で
は
な
く
、手
厚
い
配
置
基
準

を
保
ち
な
が
ら
、質
の
高
い
保
育
を
提
供
す
る
こ

と
を
重
視
し
て
い
る
た
め
、現
在
の
と
こ
ろ
、制
度

を
変
更
す
る
考
え
は
な
い
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・事
務
事
業
評
価
の
活
用
に
つ
い
て　
ほ
か

大
原　
裕
貴�

日
本
維
新
の
会

質 問般一
詳しくはコチラから➡

いつ発災しても困らないよう
5～7日間は自給自足できる備えを

認知症啓発のための
ライトアップ

所得階層C9（年収目安1000万円）の方が1歳から保育園を
利用した場合

所得や支出は変わらないのに、子どもの生まれたタイミングだ
けで最大約320万円の負担差が生じる。

補助を最大限受けられるケース

保育料 子どもの年齢
第 1子 第 2子 第 3子

￥0 0歳 － －
￥1,068,000 1 歳 0歳 －
￥1,602,000 2 歳 1歳 0歳
￥534,000 3 歳 2歳 1歳

￥0 4歳 3歳 2歳
￥0 5歳 4歳 3歳
￥0 6歳 5歳 4歳
￥0 7歳 6歳 5歳
￥0 8歳 7歳 6歳
￥0 9歳 8歳 7歳
￥0 10歳 9歳 8歳
￥0 11歳 10歳 9歳
￥0 12歳 11歳 10歳
￥0 13歳 12歳 11歳
￥0 14歳 13歳 12歳
￥0 15歳 14歳 13歳
￥0 16歳 15歳 14歳

¥3,204,000

補助が全く受けられないケース

保育料 子どもの年齢
第 1子 第 2子 第 3子

￥0 0歳 － －
￥1,068,000 1 歳 － －
￥1,068,000 2 歳 － －

￥0 3歳 － －
￥0 4歳 － －
￥0 5歳 0歳 －

￥1,068,000 6 歳 1歳 －
￥1,068,000 7 歳 2歳 －

￥0 8歳 3歳 －
￥0 9歳 4歳 －
￥0 10歳 5歳 0歳

￥1,068,000 11 歳 6歳 1歳
￥1,068,000 12 歳 7歳 2歳

￥0 13歳 8歳 3歳
￥0 14歳 9歳 4歳
￥0 15歳 10歳 5歳
￥0 16歳 11歳 6歳

¥6,408,000

９月１０日から１２日までの３日間に１８人の議員が、
計５１項目の一般質問を行いました。
内容の一部を紹介します。

詳細は市議会ホームページ「議会中継」をご覧ください。
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釣
り
全
面
禁
止
の
根
拠
に
疑
念

議
員	

決
定
の
責
任
者
は
県
な

の
か
。

市	

県
が
南
芦
屋
浜
南
護
岸

等
を
管
理
し
て
い
る
た
め
、最

終
決
定
は
県
に
な
る
が
、県
と

市
で
話
を
し
て
決
め
た
。

議
員	

住
民
説
明
会
を
開
催
せ
ず
に
決
定
し
た
理

由
は
？

市	

長
年
、地
元
の
方
々
と
は
話
を
し
て
お
り
、

迷
惑
行
為
が
改
善
さ
れ
な
い
こ
と
な
ど
に
よ
り
釣

り
禁
止
を
求
め
る
１０
ブ
ロ
ッ
ク
会
か
ら
の
要
望
書

が
提
出
さ
れ
た
た
め
、協
議
し
、決
定
し
た
。

議
員	

要
望
書
に
書
い
て

い
る
苦
情
が
現
状
と
違

う
が
検
証
は
し
た
の
か
。

市	

人
に
よ
っ
て
判
断

す
る
程
度
は
違
う
が
、護

岸
の
改
修
後
も
迷
惑
行

為
が
絶
え
ず
、ご
み
が
落

ち
て
い
る
の
が
改
善
さ

れ
な
い
状
況
は
あ
る
。

議
員	

地
元
の
総
意
で
な
い
要
望
書
を
元
に
し
た

決
定
は
反
省
点
で
は
な
い
の
か
。

市	

決
定
し
た
も
の
を
、違
う
方
向
に
し
た
こ
と

は
、反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

参
加
型
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
※

に
つ
い
て

議
員	

苦
情
だ
け
で
な
く
ア
イ
デ
ア
を
引
き
出
す

前
向
き
な
意
見
の
場
を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。

市	

市
民
か
ら
の
意
見
を
大
切
に
す
る
と
い
う

方
向
性
に
は
変
わ
り
が
な
く
、そ
の
時
々
で
声
を

聞
く
手
法
を
選
択
し
て
い
き
た
い
。

議
員	

オ
ン
ラ
イ
ン
協
議
を
活
用
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
。本
市
で
の
導
入
は
？

市	

ア
ン
ケ
ー
ト
や
対
話
集
会
に
お
い
て
オ
ン

ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
い
る
が
、よ
り
効
果
的
な
意

見
収
集
の
た
め
、先
進
事
例
を
研
究
し
て
い
く
。

※
参
加
型
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
は
、テ
ー
マ
に
沿
っ
て
市

民
が
自
由
に
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
投
稿
で
き
る
ツ
ー
ル
の
こ
と
。

た
か
お
か 

知
子�

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

義
務
教
育
終
了
後
の
ひ
き
こ
も
り
、

不
登
校
の
支
援
に
つ
い
て

議
員	

不
登
校
の
小
中
学
生
に

は
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
サ
ポ
ー
タ
ー
、

の
び
の
び
学
級
の
学
習
支
援
が

あ
る
。不
登
校
の
高
校
生
の
学

習
支
援
を
、若
者
相
談
セ
ン
タ
ー
「
ア
サ
ガ
オ
」で

実
施
で
き
な
い
か
。

教
委	「
ア
サ
ガ
オ
」で
は
昨
年
度
か
ら
不
登
校
に

つ
い
て
重
点
的
に
相
談
に
乗
る
こ
と
と
し
て
お

り
、高
校
生
の
不
登
校
へ
の
学
習
支
援
は
、「
キ・

テ・
ミ・
ル・
会
」を
開
催
し
、主
体
的
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

高
校
生
か
ら
の
相
談
は
、進
級
、進
学
へ
の
不
安
が

多
い
た
め
、今
年
度
か
ら
開
催
日
を
増
や
し
、安
心

し
て
通
い
や
す
い
居
場
所
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
る
。

マ
イ・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン（
住
民
一
人

ひ
と
り
の
防
災
行
動
計
画
）普
及
に

つ
い
て

議
員	

小
中
学
校
で
マ
イ・タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
学
習

す
る
授
業
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

教
委	

子
ど
も
た
ち
が
有
事
の
際
に
自
ら
考
え
、命

を
守
る
行
動
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、マ
イ・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
し
て
お
く
こ
と
は
と
て
も

大
切
で
あ
る
。し
か
し
、学
習
後
に
各
家
庭
で
作
成

す
る
こ
と
は
、家
庭
状
況
や
事
情
が
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
こ
と
か
ら
、一
律
に
実
施
す
る
こ
と
は
難
し

い
た
め
、学
校
園
等
に
対
し
周
知
、紹
介
し
て
い
く

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・
市
立
芦
屋
病
院
で
の
入
院
患
者
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

西
村　
ま
さ
と�

公
明
党

地
方
自
治
を
侵
害
す
る
国
の

「
指
示
権
」に
つ
い
て

議
員	

地
方
自
治
法
に
加
え
ら

れ
た
国
に
よ
る
自
治
体
へ
の

「
指
示
権
」に
よ
り
、地
方
自
治

を
侵
害
す
る
危
険
性
に
つ
い

て
、認
識
と
対
応
を
問
う
。

市	

改
正
後
の
地
方
自
治
法
に
規
定
さ
れ
た「
補

充
的
な
指
示
」は
、指
示
で
き
る
場
合
が
個
別
法
で

想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、か
つ
、大
規
模
災
害
等
、国

民
の
安
全
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
に
限
ら

れ
、各
大
臣
が
指
示
す
る
際
は
あ
ら
か
じ
め
地
方

公
共
団
体
に
資
料
ま
た
は
意
見
の
提
出
を
求
め
る

な
ど
の
適
切
な
措
置
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
な
ど
、地
方
自
治
の
重
要
性
と
の
整
合

を
図
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、当
該
法
制
度
の
さ
ら
な
る

理
解
に
努
め
、実
際
の
運
用
の
際
に
は
、地
方
自
治

の
本
旨
に
の
っ
と
る
こ
と
、安
易
に
は
行
使
さ
れ

な
い
こ
と
が
確
実
に
担
保
さ
れ
、制
度
が
適
切
に

運
用
さ
れ
る
よ
う
、国
の
動
向
を
注
視
す
る
。

戦
後
80
年
、非
核
平
和
都
市
宣
言
40

年
を
迎
え
る
平
和
行
政
に
つ
い
て

議
員	

来
年
に
市
制
85
年
を
迎
え
る
が
、戦
後
の
80

年
は
平
和
憲
法
の
下
で
の
市
制
で
あ
り
、戦
争
体

験
の
継
承
な
ら
び
に
教
訓
を
生
か
し
た
平
和
行
政

の
展
開
を
求
め
る
。

市	

来
年
は
戦
後
80
年
、市
議
会
の
非
核
平
和
都

市
宣
言
40
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
る
。先

輩
世
代
が
こ
れ
ま
で
長
き
に
わ
た
っ
て
積
み
上
げ

て
き
た
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
、市
民
と
共
に
改

め
て
考
え
、行
動
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
な
、特
に

未
来
世
代
が
平
和
へ
の
思
い
を
着
実
に
受
け
継
げ

る
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

平
野 

貞
雄�

日
本
共
産
党
芦
屋
市
議
会
議
員
団

不
登
校
児
童
等
の
支
援
に
つ
い
て

議
員	

市
の
公
立
小
学
校
に
つ

い
て
は
、兵
庫
県
の
不
登
校
児

童
生
徒
支
援
員
の
配
置
支
援

事
業
と
市
の
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
サ

ポ
ー
タ
ー
配
置
事
業
を
組
み
合
わ
せ
て
、校
内
サ

ポ
ー
ト
ル
ー
ム
に
お
い
て
不
登
校
児
童
生
徒
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
配
置
支
援
の
概
要

と
今
後
の
支
援
拡
充
の
在
り
方
に
つ
い
て
、市
の

考
え
を
問
う
。

教
委	

令
和
６
年
度
か
ら
４
名
の
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
サ

ポ
ー
タ
ー
を
任
命
し
、担
当
と
し
て
２
校
に
１
人

の
割
合
で
配
置
し
て
い
る
。兵
庫
県
の
不
登
校
児

童
生
徒
支
援
員
の
配
置
支
援
事
業
の
県
予
算
は
、

こ
の
う
ち
の
１
名
分
の
約
２
分
の
１
が
該
当
す

る
。

　
配
置
時
間
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
週
５

日
、毎
日
２
つ
の
小
学
校
で
合
計
３
時
間
４５
分
と

し
て
い
る
。

　
全
小
学
校
で
ニ
ー
ズ
が
あ
る
た
め
、た
と
え
わ

ず
か
な
時
間
で
も
子
ど
も
と
の
関
係
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、毎
日
２
つ
の
小
学
校
に

行
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
各
校
１
名
で
３
時
間
４５
分
の
配
置
が
可
能
と
な

る
こ
と
が
最
も
よ
い
と
は
考
え
て
い
る
が
、今
で

き
る
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
で
あ
る
か
も
考
え
な

が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
と
調
整
し
て
い
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・
市
立
小
学
校
に
お
け
る
日
本
国
籍
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
児
童
生

徒
等
の
現
状
に
つ
い
て

中
村 

亮
介�

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

障
が
い
が
あ
っ
て
も

希
望
す
る
暮
ら
し
方
を

議
員	

市
内
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
を
増
や
す
た
め
に
、市
で

工
夫
す
べ
き
こ
と
は
な
い

か
。市

	

広
域
的
に
は
、定
員
に
空
き
が
あ
る
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
も
あ
り
、積
極
的
な
誘
致
は
考
え
て
い

な
い
。し
か
し
、事
業
所
な
ど
か
ら
開
設
に
つ
い
て

話
が
あ
っ
た
場
合
は
、利
用
で
き
る
補
助
金
制
度

の
案
内
や
開
設
に
当
た
っ
て
の
相
談
に
応
じ
て
い

る
。

　
ま
た
、本
市
に
お
住
ま
い
の
障
が
い
の
あ
る
方

や
家
族
の
ニ
ー
ズ
も
伝
え
た
上
で
、開
設
に
向
け

て
支
援
を
し
て
い
る
。

猛
暑
か
ら
命
を
守
る
生
活
保
護
制
度
を

議
員	

生
活
保
護
の
申
請
時
に
エ
ア
コ
ン
設
置
費

用
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、当
初
は
我

慢
し
て
設
置
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
な
ど
、申
請

に
結
び
付
か
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。次
の
夏
に
向

け
市
独
自
で
改
善
す
る
考
え
は
？

市

	

生
活
保
護
費
の
受
給
は
国
の
制
度
で
あ
り
、

国
の
通
知
に
よ
り
、毎
月
の
生
活
保
護
費
の
や
り

く
り
に
よ
っ
て
計
画
的
に
備
え
、必
要
な
電
化
製

品
や
生
活
用
品
を
購
入
し
て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。そ
の
た
め
、市
単
独
で
助
成
を
す
る
こ
と

は
、今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。財
政
的
な
一
定

の
縛
り
が
あ
る
中
で
、ほ
か
の
方
と
の
公
平
性
も

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・
阪
神
芦
屋
駅
前
の
バ
ス
停
ベ
ン
チ
の
再
設
置

に
つ
い
て

・芦
屋
市
の
目
指
す
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て

川
島 

あ
ゆ
み�

日
本
共
産
党
芦
屋
市
議
会
議
員
団

社
会
教
育
士
に
つ
い
て

議
員	

２
０
２
０
年
に
始
ま
っ

た
社
会
教
育
士
の
資
格
制
度

に
つ
い
て
、本
市
で
は
今
後

こ
の
取
得
に
向
け
て
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

教
委	

必
置
の
専
門
的
職
員
で
あ
る
社
会
教
育
主

事
の
養
成
お
よ
び
配
置
を
行
っ
て
い
る
。社
会
教

育
士
の
資
格
取
得
に
は
１
カ
月
程
度
、大
学
等
で

の
受
講
が
必
要
と
な
る
た
め
、職
員
の
資
格
取
得

の
方
法
も
含
め
、活
用
に
つ
い
て
今
後
も
他
市
で

の
事
例
等
を
研
究
し
て
い
く
。

幼
稚
園
の
教
育
と
活
性
化
に
つ
い
て

議
員	

３
年
保
育
の
導
入
に
つ
い
て
進
捗
を
問
う
。

教
委	

３
年
保
育
の
全
園
実
施
は
、市
立
幼
稚
園
だ

け
で
な
く
、市
内
全
体
の
児
童
数
の
推
移
、保
育
所

等
の
待
機
児
童
数
、私
立
幼
稚
園
の
状
況
な
ど
も

含
め
、就
学
前
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
慎
重
に

見
極
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員	

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
よ
り
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
対
応
し
た
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス（
Ｕ

Ｉ
）※
に
す
る
な
ど
の
環
境
整
備
を
す
る
こ
と
で

よ
り
多
く
の
方
に
芦
屋
の
教
育
を
知
っ
て
も
ら
え

る
と
考
え
る
が
見
解
は
？

教
委	

現
状
で
は
新
た
に
幼
稚
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、メ
ニ
ュ
ー

バ
ー
に「
入
園
に
つ
い
て
」を
追
加
し
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
修
正
を
行
う
こ
と

が
可
能
で
あ
る
た
め
、全
園
統
一
し
た
フ
ォ
ー
ム

に
変
更
し
、入
園
案
内
等
の
必
要
な
情
報
を
よ
り

得
や
す
く
で
き
る
よ
う
改
善
し
て
い
く
。

※
Ｕ
Ｉ
と
は
、利
用
者
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
等
と
情
報
を
や
り

取
り
す
る
た
め
の
仕
組
み
や
デ
ザ
イ
ン
の
こ
と
。

浅
海 

洋
一
郎�

日
本
維
新
の
会

防
災
に
つ
い
て

議
員	

国
や
県
が
管
理
す
る
砂

防
ダ
ム
の
保
守
点
検
の
現
状

は
？市	

国
、県
が
、年
に
１
回
の

巡
視
、10
年
に
１
回
の
点
検
を

し
て
い
る
。

議
員	

避
難
所
の
開
設
等
、地
域
と
の
連
携
の
現
状

は
？市	

地
震
の
際
に
は
、職
員
は
災
害
対
策
本
部
と

の
連
絡
や
情
報
集
約
に
従
事
す
る
た
め
、自
主
防

災
会
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
方
々
を
中
心
に
開

設
お
よ
び
運
営
を
お
願
い
し
て
い
る
。

議
員	

マ
ン
シ
ョ
ン
防
災
の
今
後
の
取
り
組
み
や

課
題
は
？

市	

今
後
は
、防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
助
言

や
、マ
ン
シ
ョ
ン
防
災
に
有
効
な
施
策
の
実
施
に

向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
現
状
の
課
題
は
、昨
年
度
に
津
波
一
時
避
難
施

設
指
定
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た

結
果
、災
害
に
対
す
る
意
識
が
薄
い
傾
向
が
一
部

で
見
受
け
ら
れ
た
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員	

防
災
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

教
委	

学
校
で
は
、語
り
継
ぎ
や
避
難
訓
練
の
事
前

事
後
の
学
習
の
ほ
か
、自
分
が
被
災
し
た
場
合
を

想
定
し
た
学
習
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

公
務
労
働
に
つ
い
て

議
員	

公
務
労
働
で
は
、職
員
の
人
権
が
保
障
さ
れ

る
こ
と
で「
全
体
の
奉
仕
者
」と
し
て
責
務
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
る
。そ
の
た
め
に
意
を
用
い
て
い

る
点
を
問
う
。

市	

職
員
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、ワ
ー
ク・
ラ
イ
フ・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
な
ど

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、職
場
の
業
務
量
に
応
じ

た
職
員
の
適
正
配
置
に
努
め
て
い
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て

ひ
ろ
せ 

久
美
子�

日
本
共
産
党
芦
屋
市
議
会
議
員
団

市
民
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
の

改
善
に
つ
い
て

議
員	

市
民
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

入
り
口
の
発
券
機
周
り
を
改

善
し
、障
が
い
者
割
引
の
表
示

を
見
や
す
い
場
所
に
変
更
し
て
は
ど
う
か
。

市

	

発
券
機
周
り
の
ポ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、先

日
、シ
ー
ト
を
貼
り
直
す
と
と
も
に
、障
が
い
の
あ

る
方
へ
の
お
知
ら
せ
文
書
に
つ
い
て
も
見
や
す
い

位
置
へ
貼
り
直
し
た
。

議
員	

駐
車
区
画
同
士
の

間
隔
が
狭
い
の
で
、柱
に

ラ
バ
ー
な
ど
を
貼
れ
な

い
か
。

市

	

駐
車
ス
ペ
ー
ス
の

柱
の
安
全
対
策
も
早
期

に
対
応
す
る
。

地
域
防
災
計
画
に
尊
厳
を

議
員	

地
域
防
災
計
画
の
目
的
の
中
に「
市
民
の
生

命
、身
体
及
び
財
産
を
災
害
か
ら
保
護
す
る
」と
あ

る
。さ
ら
に「
尊
厳
」を
加
え
て
は
ど
う
か
。

市

	

被
災
者
に
寄
り
添
い
、個
人
の
存
在
や
価
値

を
尊
重
し
、自
分
ら
し
い
生
活
を
で
き
る
よ
う
に

す
る
と
い
う
尊
厳
の
考
え
方
は
、災
害
対
応
に
携

わ
る
行
政
職
員
と
し
て
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。

　
地
域
防
災
計
画
の
目
的
と
し
て
、生
命
、身
体
、

財
産
と
併
記
す
る
か
は
、今
後
研
究
し
て
い
く
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に　

ほ
か

田
原 
俊
彦�

公
明
党

護岸工事完成後の南芦屋浜
南護岸の現状市民センターの駐車場
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芦
屋
市
の
未
来
に
向
け
た
都
市
計
画・

整
備
に
つ
い
て

議
員	

社
会
状
況
を
踏
ま
え
、当

初
計
画
か
ら
70
年
を
超
え
る
も

の
も
あ
る
都
市
計
画・
整
備
の

見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
は
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
事
業
は
何
か
。

市	

従
来
の
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
重
き
を

置
い
た
視
点
か
ら
、公
共
施
設
の
再
配
置
や
地
域

公
共
交
通
と
の
連
携
を
含
め
た
視
点
で
、持
続
可

能
な
発
展
を
可
能
と
す
る
都
市
づ
く
り
を
目
的
と

し
た
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

都
市
計
画
道
路
を
単
に
整
備
す
る
の
で
は
な

く
、ま
ち
の
拠
点
整
備
が
直
接
的
な
効
果
や
波
及

効
果
が
大
き
く
、優
先
度
が
高
く
な
る
と
考
え
て

い
る
。

　
現
時
点
で
ど
の
よ
う
な
事
業
に
な
る
の
か
は
示

せ
な
い
が
、「
持
続
可
能
な
み
ら
い
の
都
市
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
」等
を
踏
ま
え
て
、遠
く
な
い
時
期
に
方

向
性
を
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員	

阪
急
芦
屋
川
駅
周
辺
の
送
迎
車
両
の
駐
車

場
所
の
確
保
、左
岸
松
ノ
内
町
側
の
安
全
な
歩
道

の
確
保
の
観
点
か
ら
一
方
通
行
を
求
め
て
き
た

が
、現
状
の
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

市	

芦
屋
川
の
一
方
通
行
化
は
、以
前
か
ら
も
検

討
対
象
に
挙
が
っ
て
お
り
、阪
急
芦
屋
川
駅
の
バ

ス
の
問
題
や
歩
道
が
狭
い
と
い
っ
た
課
題
が
あ

る
。令
和
６
年
８
月
30
日
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・
地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
出
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
を
活
か
し
た
芦
屋
フ
ォ
ン
ト
の
作
成
を

福
井 

利
道�

あ
し
や
政
風
会

芦
屋
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
業
務
委

託
事
業
者
の
独
自
事
業
に
係
る

契
約
違
反
に
つ
い
て

議
員	

委
託
事
業
者
が
職
務
上

知
り
得
た
個
人
情
報
を
使
っ

て
独
自
事
業（
キ
ャ
ン
プ
）を

行
っ
た
の
は
委
託
契
約
違
反

で
は
な
い
か
。

教
委	

教
育
委
員
会
と
し
て
目
的
外
利
用
を
認
め

た
こ
と
は
不
適
切
で
あ
っ
た
も
の
の
、事
業
者
は

教
育
委
員
会
の
承
認
を
得
た
上
で
、委
託
事
業
で

使
用
し
て
い
る「
マ・
メ
ー
ル
」を
使
っ
て
い
る
た

め
、契
約
違
反
に
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員	
委
託
事
業
者
に
個
人
情
報
の
目
的
外
利
用

を
教
育
委
員
会
が
承
認
し
た
理
由
は
何
か
。

教
委	
事
業
者
か
ら
相
談
を
受
け
た
際
に
、委
託
学

級
の
児
童
だ
け
が
対
象
に
な
る
が
、お
盆
期
間
の

休
会
中
の
児
童
の
過
ご
し
方
に
選
択
肢
が
増
え
る

こ
と
は
、児
童
と
保
護
者
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る

と
考
え
、連
絡
手
段
と
し
て「
マ・メ
ー
ル
」の
使
用

を
承
認
し
た
。し
か
し
、「
マ・
メ
ー
ル
」の
使
用
を

認
め
た
こ
と
は
、個
人
情
報
取
り
扱
い
の
観
点
か

ら
も
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
と
独
自
事
業
の

明
確
な
区
別
と
い
う
観
点
か
ら
も
、不
適
切
な
行

為
で
あ
っ
た
と
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

議
員	

独
自
事
業
の
問
い
合
わ
せ
先
を
各
委
託
学

級
に
し
て
い
る
が
使
用
許
可
を
し
て
い
る
の
か
。

教
委	

行
政
財
産
の
使
用
許
可
は
、学
校
施
設
を
使

用
す
る
場
合
、学
校
使
用
条
例
等
に
基
づ
く
手
続

が
必
要
と
な
る
が
、今
回
の
独
自
事
業
は
、学
級
内

に
受
付
場
所
や
問
い
合
わ
せ
窓
口
を
設
置
す
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、施
設
の
利
用
に
は
当
た

ら
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い

て 山
口 

み
さ
え�

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

　８月１９日に、少年事件・いじめ・虐待・未成年者の後見や貧困の問題などに取り組んでおられる弁護士の坂本知可氏か
ら、「子どもの権利を守るため大人ができること」というテーマでお話を伺いました。
　研修では、これまで関わってこられた子どもの事例、子どもたちが置かれている現状、そして大人が子どもたちのため
にできること、国や自治体の動きのほか、兵庫県弁護士会の取り組
みの紹介がありました。
　子どもは受け身の存在ではなく、大人と同じ尊厳を持った一人の
人間ですが、一方で、自分の意見を外に表現することが苦手であり、
見守りが必要な存在でもあります。従来の子ども観を転換し、今の
子どもたちが置かれている状況を見ながら大人ができること、行政
ができることを考える必要性を改めて感じました。

今定例会で可決した意見書につきましては、地方自治法第99条の規定により、芦屋市議会からそれぞれの提出先に提出
しています。

【提出先】
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣
【内容】
　国会や政府に対し、下記の措置を講じられるよう強く要請するもの
１　中学校・高等学校での35人学級を早急に実施すること。また、さらなる少人数学級について検討すること。
２�　子供たちの豊かな学びと育ちを保障するため、また教員の働き方改革・長時間労働の是正を実現するため、教職員定数
の増員を推進すること。
３�　自治体で、国の学級編制標準より引き下げた「学級編制基準の弾力的運用」の実施ができるよう、加配の削減は行わない
こと。
４�　教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、地方財政を確保した上で義務教育費国庫負担制度の負担率を引き上げ
ること。また、教職員の未配置問題の解消に向け、必要な財政措置を講じ、人材確保に努めること。

【提出先】
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、財務大臣、総務大臣
【内容】
　国に対し、下記の事項について特段の措置を講じられるよう強く要望するもの
１�　ふるさと納税制度は、受益と負担という地方税の原則や、寄附本来の趣旨に立ち返り、制度の抜本的な見直しを行うこ
と。
２　住民税の減収分については、不交付団体を含む全ての地方自治体に対して、全額国庫負担により財源を補塡すること。
３�　住民税の控除額（特例分）の上限設定の引下げや、返礼品割合のさらなる引下げなどにより、節税や返礼品を目的とした
制度利用を抑制すること。
４�　ワンストップ特例での所得税控除相当額について、住所地における地方自治体の住民税から控除する仕組みを撤廃す
ること。

可決した意見書

通
知
書
の
所
見
欄
削
除
に
つ
い
て

議
員	

昨
年
９
月
議
会
で
取
り

上
げ
た
所
見
欄
の
記
載
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
る
中
で
所
見

欄
を
削
除
し
た
意
図
は
何
か
。

「
ち
ょ
う
ど
の
学
び
」の
実
現

と
相
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。

教
委	

１
、２
学
期
の
所
見
欄
の
削
除
は
、文
部
科

学
省
の「
通
知
表
の
文
章
記
述
の
評
価
は
年
間
を

通
じ
た
学
習
状
況
を
ま
と
め
て
記
載
す
る
こ
と
」

と
の
通
知
を
受
け
、各
学
校
で
学
習
評
価
の
研
究

を
進
め
、小
学
校
長
会
に
お
い
て
検
討
し
た
結
果
、

最
終
的
に
様
式
を
統
一
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
各
学
校
に
お
い
て
は
、日
々
の
生
活
ノ
ー
ト
や

個
々
の
制
作
物
等
へ
の
コ
メ
ン
ト
や
、休
み
時
間

に
声
か
け
を
し
な
が
ら
、一
つ
一
つ
の
学
習
評
価

を
積
み
重
ね
て
、１
年
の
最
後
に
通
知
表
の
所
見

と
し
て
示
し
て
い
る
。

木
の
根
に
よ
る
危
険
箇
所
の
対
策

に
つ
い
て

議
員	

道
の
隆
起
等
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て
、ど
の

よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

市	

日
常
の
パ
ト
ロ
ー

ル
に
加
え
、市
民
か
ら
問

い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
際

は
、周
辺
状
況
も
確
認
し
、

安
全
な
通
行
に
支
障
と
な

る
場
合
は
、そ
の
都
度
対

策
を
行
っ
て
い
る
。

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
設
置
に
つ
い
て

議
員	

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
実
現
に
お
い
て
残
っ
て
い

る
課
題
は
何
か
。

市	

実
施
に
当
た
っ
て
は
、利
用
者
間
の
ト
ラ
ブ

ル
対
応
や
管
理
面
の
課
題
等
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

先
行
事
例
を
参
考
に
利
用
ル
ー
ル
を
工
夫
す
る
等
、

指
定
管
理
者
と
共
に
準
備
を
進
め
て
い
る
。

橋
本　
隆�

日
本
維
新
の
会

◆全議員が賛成した議案等
条例 ［一部改正］附属機関の設置に関する条例／国民健康保険条例　など４件
予算 ［令和６年度補正予算］一般会計（第３号）／介護保険事業特別会計（第１号）　など３件
決算 ［令和５年度決算］芦屋市病院事業会計　など５件
人事案件 教育委員会委員の任命／人権擁護委員の候補者の推薦
議員提出議案 ふるさと納税制度の抜本的見直しを求める意見書　など２件
請願 教職員定数改善と義務教育費国庫負担率の引き上げをはかるための意見書採択の請願書　など２件

◆賛否の分かれた議案
会派名 あしや政風会

日本共産党
芦屋市議会
議員団

公明党 日本維新の会 至誠会 会派に
属さない議員 議決結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
議員名

　　　　　　件名

岩
岡
り
ょ
う
す
け

福

井

利

道

川
上
あ
さ
え

原

な

つ

子

福
井
美
奈
子

川
島
あ
ゆ
み

ひ
ろ
せ
久
美
子

平

野

貞

雄

西
村
ま
さ
と

田

原

俊

彦

帰

山

和

也

浅
海
洋
一
郎

橋

本

隆

大

原

裕

貴

西

﨑

薫

中

島

健

一

寺

前

尊

文

山
口
み
さ
え

長

谷

基

弘

中

村

亮

介

た
か
お
か
知
子

賛
成
反
対
棄
権

条
例
地域包括支援センターの職員に係る
基準等を定める条例の一部改正
（第 66号議案）

○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○
15 4 0

可決
予
算
一般会計補正予算（第２号）
（第 69号議案） ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ×

14 5 0
可決

決
算 各会計決算（第 71号議案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ 18 1 0

認定
※　「○」…賛成、「×」…反対、「欠」…欠席、「－」…議長（議長は表決に参加しません。）

請願などの詳細は
こちらから

議案の詳細は
こちらから令和6年9月定例会の審議結果

議員研修会を開催しました

教職員定数改善と義務教育費国庫負担率の引上げに係る意見書
（議員提出議案第6号）

ふるさと納税制度の抜本的見直しを求める意見書� （議員提出議案第7号）

全員一致

全員一致

芦屋公園西側の道路



12月定例会
日程（予定）

芦屋市議会では、本会議・委員会（議会運営委員会を除く）のインターネット映像
配信を行っています。パソコン・スマートフォンなどでご覧ください。また、日程
が変更になることがありますので、ホームページなどでお確かめください。

月 火 水 木 金 土 日

◦
本
会
議・委
員
会
の
開
始
は
、原
則
午
前
10
時
か
ら
で
す
。

11/25 26 27 28 29 30 12/1

議会運営
委員会

本会議
（提案説明）

2 3 4 5 6 7 8

建設公営企業
常任委員会

民生文教
常任委員会

総務
常任委員会

委員会
（予備日）

議会運営
委員会

9 10 11 12 13 14 15

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問等）

委員会
（予備日）

16 17 18 19 20 21 22

議会運営
委員会

本会議
（採決）

編集後記

このたび、巻末にある議会クイ

ズの応募件数が100件となりま

した。多くの方がご覧になられた

ことを感謝します。また、同時に

たくさんのご意見も頂きましたの

で一つ一つ大事に拝読しており

ます。開かれた議会を目指してこ

れからも議会活動の発信に取り

組みますので今後もどうぞお楽し

みに。

【編集委員】  浅海　洋一郎

市議会だよりの電子版を読む
市議会だよりのPDF版を掲載していま
す。また、スマートフォンアプリ「マチイ
ロ」も利用可能です。（アプリの利用方
法も併せて市議会ホームページに掲載
しています。）

会議の予定を調べる
本会議や委員会の開催予定、本会議で
の一般質問・総括質問の質問順や質問
内容を掲載しています。

本会議・委員会の中継映像を見る
本会議・委員会の中継映像を配信してい
ます。また、会議終了後、おおむね3日後
から1年間は録画配信もしています。ス
マートフォンやタブレット端末でも閲覧
が可能です。

過去の会議録を調べる
本会議や常任委員会等の会議録を調べ
たり、見たりできます。

政務活動費や議会交際費をチェックする
政務活動費の報告書や領収書、議会交
際費の用途と金額を掲載しています。

議員の連絡先を調べる
議員の連絡先を掲載していますので、直
接話がしたい場合などにご活用くださ
い。また、所属委員会・会派・政党なども
掲載しています。

議案書・委員会資料などを見る
審議に使用する議案書、請願書、審議結
果、議員一人一人の賛否などを公開してい
ます。また、委員会で使用する資料や、委員
会に送付した陳情書も公開しています。

請願や陳情の提出方法を調べる
議会に対して請願や陳情を提出するた
めの方法などを掲載しています。

市議会ホームページで市議会ホームページで
なにができる？なにができる？
芦屋市議会

議会のナゼ? なに? 再発見!

編
集・発

行
／
芦
屋
市
議
会

〒
659-8501 兵

庫
県
芦
屋
市
精
道
町
7番
6号
　
TEL.0797-38-2001

あ
し
や

市
議

会
だ

よ
り

 2024年
1

1月
  N

o.130

◆応募方法
「専用フォーム」、「電子メール」、「はがき」にて、住所・氏
名・年齢・電話番号・クイズの答え・議会や本誌に対する
ご意見やご感想を明記してご応募ください。
※メールで応募する場合、件名は「第48回議会クイズ応募」としてください。
※頂いたご意見は全て、本誌編集委員が目を通し、今後の誌面改善のための
参考にさせていただきます。

◆応募締め切り
　令和6年（2024年）12月5日（木）まで
※当日消印有効
◆応募先
　〒659-8501 芦屋市精道町7番6号
　芦屋市役所 市議会事務局
　メールアドレス：gijityousa@city.ashiya.lg.jp
※個人情報は賞品の発送以外には使用しません。
※当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

正解者の中から抽選で3名の方に図書カード（1,000円分）を差
し上げます。
正解は2月発行予定のあしや市議会だより131号で発表します。
たくさんのご応募をお待ちしています。

◆前回のクイズの答え� ※前回の応募件数は100件
「令和6年8月から帯状疱疹ワクチンの接種費助成が始まり
ます。助成対象者は、次のうちどれでしょうか。」の正解は「③
50歳以上の芦屋市民」でした。

◆問題� 【出題者】西村まさと委員
芦屋市議会では、より多くの市民に開かれた議会を目指
すため、インターネットで本会議および委員会の中継映
像を配信しています。配信の視聴ができるのは次のうち
どれでしょう？
①市ホームページ内の市議会トップページから
②市ホームページ内の市長の部屋ページから
③県ホームページ内の県議会トップページから

QRコード扌
（専用フォーム）

第48回

議長・副議長による抽選会


